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新 セ ファロスポ リン系薬剤Cefatrizine (S-640P)の 泌尿器科領域 におけ る研究

宮村隆三 ・岸 洋一 ・西村洋司 ・高安久雄

東京大学医学部泌尿器科学教室

(主任:高 安久雄教授)

Cefatrizineは 米 国 ブ リス トル 社研究 所に おいて開 発

され た新 しい半合成 セ ファロスポ ジン系抗生剤 であ る。

その化 学構造式 は下 記の とお りである。

化 学 名 は7- 〔D-2-amino-2- (P-hydroxypheny1) ace-

tamido〕 -3- (1, 2, 3-triazol-5-ylthiomethy1) 3-cephem-

4-carboxylic acid. (propylene glycol solvate)で あ

る 。

今 回,わ れ わ れ は こ のCefatrizene(以 下,CFTと 略

す)を 急 性 膀 胱 炎 患 者 に使 用 し,若 干 の 治 験 を 得,ま た

保 存 菌 株 に つ い て 抗 菌 力 を 測 定 した の で,こ こ に報 告 す

る。

I.　 抗 菌 作 用

東 大 泌 尿 器 科 に お い て昭 和50年1月 か ら3月 ま で に

尿 路 感 染 症患 者 の尿 か ら分離 され た 菌 に 対 す る,CFT

とCephalexin(CEX)と のMICを 日本 化 学 療 法 学 会

標 準法 に よっ て 測 定 した 。

結 果 はTable1の とお りで あ る。 す な わ ち,分 離 菌

の内 訳 は,E.coli 50株, Klebsiella 12株, Proteus

17株, Citrobacter 5株, Enterobacter 2株, Pseudo-

monas 14株, Serratia 10株, StaPhylococcus 1株,

Table1 MIC of CFT and CEX against organisms isolated from clinical specimens
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Table2 Results of CFT treatment for acute cystitis(125mg×4,3days)

Table3 Results of CFT treatment for acute cystitis(250mg×2,3days)

Table4 Susceptibility of organisms isolated from clinical specimens to CFT
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Enterococcus7株 で,合 計118株 で あ る。E.coliに 対

す るMICはCFTで3.13μg/ml,CEXで12.5μg/ml

にpeakが あ っ たoKlebsiellaで は3。13～25μ9/m1の 範

囲 に あ り,両 薬 剤 に著 明 な 差 は 認 め な か っ た 。Proteus

群 で はCFTで0.78～25μg/mlの 範 囲 と残 り約 半 数 は

100μg/ml以 上 の耐 性 菌 で あ った 。Citrebacter,Enter-

obacter,Serratia,Pseudomenasに 対 して は,両 薬 剤

と も100μg/ml以 上 の耐 性 を 示 した 。

II.　 臨 床 効 果

a. 対 象 お よび 薬 剤 投 与 法

三 井 記念 病 院 お よび埼 玉 中 央 病 院 泌 尿 器 科 外 来 に 受 診

した 女 子 急 性 単 純 性 膀 胱 炎 患 者 を 対 象 と した 。Table2,

3の よ うに,19歳 か ら59歳 まで の28症 例 で あ る。 薬 剤

投 与 法 は症 例 を2群 に わ け,I群(症 例1～15)は125mg

カ プセ ル1日4回,3日 間 投 与 と し,II群(症 例16～

28)は250mgカ プセ ル,1日2回,3日 間 投 与 で,4

H目 に 判 定 し,効 果 を 比 較 したo

b. 効 果 判 定 基 準

効 果 判 定 は 薬 剤 投 与 前 後 の 尿 培 養,尿 所 見 か ら判 定 し

た 。 投 与 後,尿 培 養 が 陰 性 化 し,尿 所 見 が 正 常 化 した も

の を著 効,尿 培 養 が 陰 性 化 し,尿 所 見 が 改 善 した も のを

有 効,尿 培 養 が 陰 性 化 しな か った も のを 無 効 と した 。

c. 効 果

125mgカ プセ ル1日4回 投 与 群 で はTable2の よ う

に,症 例15が 投 薬2日 目か ら悪 心,嘔 吐 が あ り投 与 を

中 止 した た め,14例 につ き効 果 を み た 。

著 効13例,有 効1例 で あ っ た。

250mgカ プ セ ル1日2回 投 与群 はTable3の よ う

に,13例 につ き検 討 した 。 著 効11例,有 効2例 で あ

っ た 。 両 群 とも有 効 率 は100%で あ り,両 群 で臨 床 効

果 に 差 は 無 か った 。 今 回 の 症 例28例 の 分 離 菌 は,鳳

coli25株,Klebsiella1株,Staphylococcus aureus1

株,StaPhylococcus epidermidis1株 で あ った 。 分 離 菌

に よ る臨 床 効 果 の差 は無 か った 。

分 離 菌 の うち,E.coli22株,Klebsiella1株,Sta-

phylococcus epidermidis1株 に対 し,CFTのMICを

測 定 した が,結 果 はTable4の よ うに,E.coliに 対 し

て は0.78～12.5μg/ml(24時 間 培 養 液 原 液)の 範 囲 に

あ りpeakは3.13μg/mlに あ った 。Klebsiellaは6.25

μg/ml,StaPhylococcus epidernidisは3.13μg/mlで

あ った 。

d. 副 作 用

28例 中1例(症 例15)に 悪 心,嘔 吐 が あ った が,投

薬 中 止 に よ り症 状 は 消 失 した 。 そ の 他 の 副 作 用 は 認 め ら

れ な か った 。

III.　 考 案

す で に セ フ ァ ロス ポ リン系 薬 剤 が 多数 臨 床 的 に 使 用 さ

れ て い るが,今 回 のCFTは 他 剤 と比較 して どの よ うな

特 徴 が あ る か を 考 え て み る。 まず 試 験 管 内 で の抗 菌 力 に

関 して は わ れ わ れ の 実 験 で は,E.coliに 対 す るMICを

CEXと 比 較 した が,CFTは3.13μg/mlに 対 し,CEX

で は12.5μg/mlにpeakが あ り,CFTの ほ うが 低 値

を 示 して い た 。 これ と同 じ よ うな デ ー タをE.YOURAS-

SOWSKYら1)も 報 告 して い る。 す な わ ち,Ecoliに 対 し

CET1.56μg/ml,CEX3.12μg/mlで あ る の に対 し,

CFTで は0.39μg/mlにpeakが あ っ た と い う。 ま

た,C.WATANAKUNAKORNら2)もCFTとABPC,

CET,CEZ,CExと 比 較 して い る が,E.coliに 対 し て

は,CFTとCEZは 同 じ よ うな 抗 菌 力 で あ り,他 剤 よ

りす ぐれ て い る と報 告 して い る。

Proteus群 に 対 し,わ れ わ れ の実 験 で はCFTとCEX

で は そ れ ほ ど抗 菌 力 に 差 は 無 か った が,F.LEITNERら3)

の 報 告 に よ る と,Enterobacter, Proteus morganii,

Proteus rettgeriは 一 般 に はCER,CEZ,CET,CEX

に対 して は 抵 抗 性 で あ る とい わ れ て い るが,CFTは こ

れ らの 菌 に 対 して も抗 菌 力 を 有 す る と報 告 して い る。 次

にわ れ わ れ は 急 性 膀 胱 炎 に対 してCFTを,1日500mg

3日 間 投 与 で 充 分 な臨 床 効果 を 得 た が,こ の投 与 量 は従

来 の セ フ ァ ロ ス ポ リ ン系 薬 剤 の 投 与 量 よ り少 な い。 こ の

こ と は,F.LEITNERら4)のCFTの 血 中 濃 度 に関 す る

報 告 で も,CET,CER,CEZに 比 べ て,高 濃 度 が 長 時

間 持 続 す る とい う事 実 と一 致 す る と思 う。

以 上 のべ た とお り,CFTは 今 ま で の セ フ ァ ロス ポ リ

ン系 薬 剤 よ りす ぐれ た 点 が あ る よ うに 思 われ る。

IV.　 結 語

1.　 女 子 急 性 単純 性 膀 胱 炎 患 者28例 にCFTを1日

500mg,3日 間投 与 し,著 効24例,有 効3例 とい う結

果 を 得 た 。1例 は 副 作 用 の た め 投 薬 を 中止 した た め 効果

は不 明 で あ った 。

2.　 CFTを125mgカ プセ ル1日4回 の 投 与 法 と,

250mgカ プセ ル1日2回 投 与 法 とで は,投 与 法 に よる

臨 床 効果 の 差 は 無 か った 。

3.　 東 大 泌 尿 器 科 学 教 室 で の 昭 和50年1月 か ら3月

ま で の 尿 路 感 染 症 患 者 の 尿 か ら 分 離 し た 菌 株 に対 す る

CFTとCEXのMICを 測 定 した 結 果,E.coliに 対 し

て はCFTは3.13μg/ml,CEXは,12.5μg/mlにpeak

が あ った 。Klebsiellaに 対 して は3.13～25μg/mlの 間

に あ り,両 薬 剤 で 差 は 無 か ったo

Citrobacter, Enterobacter, Serratia, Pseudomonas

に 対 し て は 両 薬 剤 と も100μg/ml以 上 の 耐 性 を 示 し

た 。
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な お本研究 に用 いたCefatrizineは 萬 有製薬(株)か ら

提供 された。
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CLINICAL INVESTIGATION OF CEFATRIZINE (S-640 P)

IN THE FIELD OF UROLOGY

RYUZO MIYAMURA, YOICHI KISHI, YOZI NISHIMURA and HISAO TAKAYASU 

Department of Urology, Faculty of Medicine, University of Tokyo 

(Chief : Prof. H. TAKAYASU)

A new semisynthetic cephalosporin antibiotic, cefatrizine (S-640 P) was used for 28 patients with 
acute cystitis. Cefatrizine was administered orally for 3 days at a daily dose of 500 mg. The thera-

peutic results were as follows, 24 cases were excellent, 3 cases good. In one case, nausea and vomi-
ting were observed. Most strains of E. coli were inhibited by cefatrizine at a concentration of 3.13 
μg/ml.


